
重点事業評価票 現代産業科学館

館の使命

事 業 名

概　　要

評価項目 視点例 目標・指標 実施内容 結果・成果 今後の課題 所見・指摘事項

・科学技術を

わかりやすく

伝え、広く科

学技術に興

味・関心を高

める。

最先端技術に注目し

て展示を行い、高度

な内容にできるだけ

多くの解説を付し、

大人の来館者にも満

足して頂ける学びの

内容とした。

【加藤】

30代以上の入場者を拡

大した好企画であっ

た。逆に、館の主要な

利用層である小中学生

に入場者が少なく、展

示や解説を更に充実さ

せ主要利用層の入場に

努められるよう願いた

い。

【黒田】

入館者の年齢構成を見

るかぎりでも、大人の

知的関心を満たすこと

ができた好企画だった

と思う。

ただ、最先端技術や専

門的技術を専門的に説

明するのは、学術機関

や研究者でもできるこ

とだが、わかりやすく

どの年齢層にも説明す

る・できることが、博

物館の最大の使命だし

強みだと思う。博物館

が蓄積してきた教育普

及や展示のやり方を最

大限に駆使して、今後

もこのような専門的な

企画展をやり続けてい

くことにつなげていっ

てほしい。

①事業目的 ・事業の

目的、企

画の狙い

等は、館

の使命及

び県民

ニーズに

照らし適

切に設定

されてい

るか

最先端技術や情報通

信などの専門的な内

容を企画展で扱う場

合は、家族連れにも

できるだけ楽しめる

よう、子ども用ワー

クシートや低年齢層

に対応したワンポイ

ントミニ解説等改善

する。

　現代産業科学館は、科学技術の調和ある発展と、人類社会の未来の可能性を信じて様々な活動を展開し、幅広い県

民の集う博物館を目指します。

企画展　「最先端ネットワークのかたち」 及び関連事業

企画展は、産業に応用された科学技術及び科学技術の原理や不思議さを紹介する内容とし,県民のニーズや話題性のあ

るテーマについて、企業・大学・研究所所有の展示資料候補等についての調査を実施している。今年度は増大する

ネットワーク環境についての仕組みや次世代環境について明らかにし、千葉県の担う重要な役割についても取り上げ

た。 さらに、関連事業においては本館展示・運営協力会をはじめ、研究所・地域とも連携し、直接担当された方との

接点を設け、高度な内容をわかりやすく紹介する内容とした。

高校生以上の年齢層

に重点を置き、理工

系の大学生や企業、

行政、教育関係者や

一般の方々を念頭に

展示を行った。千葉

県が果たしている情

報通信技術に関する

重要な役割や、企画

展開催直前に発表さ

れたばかりの最先端

技術、また、現在進

行中である、身近な

電気・ガスに関する

最新ネットワーク等

「最先端技術」にこ

だわった内容の展示

会とすることができ

た。

・入館者年齢構成

(H26)→(H27)

小学生 43%→19%

中学生 3%→4%

高校生 3%→1%

大学生 8%→11%

10代   5%→0%

20代   1%→2%

30代   4%→15%

40代   9%→21%

50代 15%→11%

60代以上 6%→8%
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重点事業評価票 現代産業科学館

・先端技術を

取り上げた専

門性を持った

展示となって

いる。

国内最先端技術につ

いて、開発者の意見

を主とし、専門的な

内容とすることによ

り、次世代技術への

展望や方向性を明確

に理解できる展示を

行った。

情報通信研究機構や

国立大学法人大阪大

学をはじめ、第一線

で活躍する研究機関

や研究者からの協力

を得て、高いレベル

での展示を行うこと

ができた。

「最先端」のように

内容が専門的になる

と、当科学館の中心

来館者層には難しい

内容となってしま

う。そのギャップを

どのように埋めるの

かの検討が必要であ

る。

【加藤】

積極的に研究機関等の

協力を得て、普段見る

ことのできない最先端

の機器等を多数「ハン

ズオン」で展示したこ

とは評価できる。低年

齢層に向けたこなれた

解説と、千葉県が国内

の主要な光ファイバー

陸揚げ地であることの

展示が少なかったこと

が残念であった。

①事業目的 ・事業の

目的、企

画の狙い

等は、館

の使命及

び県民

ニーズに

照らし適

切に設定

されてい

るか

・「最先端

ネットワー

ク」について

興味と関心を

喚起する展示

がなされてい

る。

光海底ケーブルや世

界中を視野とした

データの流れ、仮想

現実体験や脳の信号

で機械を動かす技術

等「見えていない技

術」に焦点をあて、

これらの資料を来館

者の目の前に示し、

これからの技術を具

体的に知って頂く展

示とした。

・インフラがどのよ

うになっているか、

また、触れる展示資

料として使用されて

いた海底ケーブルや

敷設から陸揚げする

までの映像、仮想現

実体験としてMitaka

oculus rift DK2版 ,

スマートツーリズ

ム、新しいインター

フェースとしてレー

ザー網膜走査アイ

ウェアやフローティ

ングタッチディスプ

レイなど体験できる

展示により興味と関

心を喚起する内容と

した。

・比較的高い年齢層

や、この分野に興味

や関心がある来館者

には、おおむね高い

評価を頂いたが、家

族連れには難しくて

よくわからないとい

う声が多かった。解

説パネルの枚数やそ

の量には限界がある

ため、常設展示で基

礎的な知識を展示

し、企画展の方でよ

り高度で具体的な展

示を行うなど、検討

が必要である。

【黒田】

実際には見たり触るこ

とのできないものを体

験できる展示がとても

よかった。難しい展示

だからこそ、体験展示

を大げさなほど強調し

たほうが、家族向けに

は受け入れられたかも

しれない。

基礎的な知識がどの年

齢層にも共有されない

と、高度な内容の企画

展は受け入れてもらえ

ない。今回のものは子

ども向けの知識共有へ

の誘導が足りなかった

ように思う。

企画展展示と常設展展

示に関連性があるとこ

ろにパネルといわず、

シンボルだけでも置く

などして常設に立ち

寄ってもらうように強

く誘導してほしかっ

た。
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・平成26年度は高校

生以上の割合が51%

で、そのうち「おも

しろかった・とても

おもしろかった」の

割合96%であった

が、平成27年度は高

校生以上の割合が

70%で、「おもしろ

かった・とてもおも

しろかった」の割合

が95%と高い年齢層

での満足度が高かっ

た。

・展示空間や

資料に応じた

展示手法等を

工夫してい

る。

技術の新しさに重点

をおいて展示を行っ

たため、各々の関連

付けが難しくなるた

め、コーナーパネル

によって何が展示さ

れているのかをわか

りやすくした展示空

間とした。

また、情報通信に関

する国の方針や各企

業で開発されている

機器の実物を展示

し、来館者一人ひと

りが将来の情報通信

の姿を想像し、考え

る構成とした。

順路に沿って見て行

くことでも理解を深

められるが、逆に言

えば順路どうりに見

なければならない展

示ではなく、興味の

ある部分だけ見ても

理解できる展示と

し、企画展を目的に

していない来館者に

も何か一つでも知識

を得てもらえるよう

にした。

内容的には情報量が

多く、従来のパネル

による展示では限界

があった。伝える情

報を精査するととも

に、デジタルサイ

ネージなどの動的な

展示機材の導入が必

要である。

【加藤】

企画展に先駆けて先行

展示を行うなど、充実

した普及活動を行って

いることは評価でき

る。教育普及活動期間

外の入場者に、その状

況をどのように理解さ

せるかの工夫を、今後

の課題としていただき

たい。

・企画展に関

連した教育普

及活動が行わ

れている。

年間を通して実施し

ている科学工作教室

では「ぼよよん不思

議なバネ電話をつく

ろう」で音な伝わり

方を紹介した。ま

た、通信事業企業に

よるネット安全教室

や、アマチュア無線

連盟と協働した工作

教室、海底けケーブ

ルメーカによる講演

会を実施し、いずれ

も多くの来館者に参

加して頂いた。

工作教室では定員を

上回る参加希望者が

あり多くの希望者の

方に参加していただ

き、同時に企画展の

広報をおこなう事が

出来た。

工作教室や各種イベ

ントは集客効果が高

く、来館者の関心も

高いことから、企画

展期間での実施を増

やし、更なる普及活

動につなげていく。

また、工作教室の参

加者が企画展に入場

していただけるよう

な内容や説明を考え

ていきたい。

【黒田】

企画展の内容に合わせ

た工作教室やイベント

事業を実施できている

ものの、企画展への低

年齢層の入館には結び

ついていないと感じら

れる。企画展へどのよ

うに誘導するかをどの

事業でも意識して対策

してほしい。

②事業内容 ・目的・

ねらいを

正しく反

映する工

夫がなさ

れている

か
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重点事業評価票 現代産業科学館

講演会と体験

DeNA全国出張授業

～ネット安全教室 ～

協力：株式会社

ディー・エヌ・エー

　　60名

講義だけでなく、企

業の協力により、実

機を用いた体験を行

う事が出来た。スマ

ホやタブレットの操

作をを交えた体験の

ため、想定より多く

の参加があった。

鉱石ラジオをつくっ

てみよう

協力：現代産業科学

館展示・運営協力会

　　40名(抽選)

たのしい電子工作 協力：日本アマチュ

ア無線連盟千葉支部

　　40名(抽選)

ｅ－ネット安心講座 協力：ｅ-ネットキャ

ラバン　　　43名

講義だけの講座を展

示場を用いて行った

が、親子の参加が多

く、予想よりもたく

さんの参加者があっ

た。

講演会　わくわく ど

きどき おもしろ情報

たいけん

協力：展示・運営協

力会会員東京電機大

学

　　　　　 124名

一般向けに実施して

いた展示・運営協力

会の講演会を子ども

向けに再構成してい

ただき、例年より多

い参加となった。

H25参加　100名

講演会 そうだったの

か最新海底ケーブル

技術！

協力：国際ケーブル･

シップ株式会社

協力：国際ケーブル･

シップ株式会社

　　　　　　72名

企業の技術者による

講演であったが、大

人の参加者が予想以

上に多く、最先端技

術について一般の

方々にもわかりやす

い内容であった。

絵画展「あったらい

いな，こんなスマー

トフォン」

協力：県内少年少女

発明クラブ

　　　参加　67名

参加者数は横ばい

(H26 69名)であっ

た。次年度も継続し

たい。

工作教室は大変人気

があり、定員の倍近

くの希望があり、常

に抽選で参加者を決

めている状況であ

る。
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重点事業評価票 現代産業科学館

・有料入場者

数の増加

【加藤】

最先端技術に関心があ

る高年齢層を開拓し、

7,000人を超える入場者

があったことは評価で

きる。さらに、「こど

もの視点」から展示を

精査することが出来て

いれば、低年齢層の拡

大、大人の理解も深

まったと思われ、「通

訳・解説者」としての

学芸員の役割が重要と

思われた。

【黒田】

新しい年齢層の入館者

を増やそうとした努力

はとても素晴らしい

し、その成果も上がっ

ているように思われ

る。ただ、実際にこれ

まで訪れている層に対

しても、今までよりも

慎重に対応していかな

いと、相対としては来

館者は減少していって

しまうと思う。「今後

の課題」に示された点

について対応をしてい

ただきたい。

・出口アン

ケート調査で

の「とてもお

もしろかっ

た」「おもし

ろかった」の

回答数が80％

以上。

・出口でのアンケー

ト調査を実施。自由

記載と共に回答数を

増やすため、配布に

よる調査も行った。

94.8%の方から「と

てもおもしろかっ

た」「おもしろかっ

た」の回答を頂い

た。

総数　152

とてもおもしろかっ

た

52%

おもしろかった

42%

どちらともいえない

2.6%

(未回答除く)

アンケートの精度を

高めるため、出口ア

ンケートでの配布及

び記入方法の検討と

共に、事前に手渡し

でアンケート用紙を

渡すなどの対策が必

要である。

【黒田】

回収に際して、あまり

予算のかからない小さ

なお土産を渡すなどし

て回収率を上げるやり

方も以前の企画展では

していたと思う。アン

ケート提出を促す声掛

けなどとともに検討し

てはどうか。

・昨年度に比較する

と2,639人の入場者

数の減となってし

まった。従来の学校

を中心とした広報活

動に大学などを加え

たが、企業等へ更な

る広範囲な広報活動

が必要と思われる。

また、子どもでも楽

しめるミニ解説パネ

ル等の内容を付加

し、家族連れを増加

させる工夫をする。

・導入部の構成や楽

しみやすい触れたり

することの出来る体

験展示を考え，楽し

める展示をふやす。

・来館者の滞在時間

が長く，専門的な質

問も多い展示会で

あったので，全てが

小学校向きではなく

年齢的にマルチな展

開が必要と思われ

た。

③満足度 ・お客様

は、満足

してくれ

たか

目標入場者数を

10,000人と設定し、

プラネタリウム上映

会とコラボさせた広

報や最新機器の体

験、通常では見るこ

とができない海底

ケーブルの全貌と情

報通信でのデータの

やり取りなどを扱

い、興味深い内容と

した。会場も導入部

に海底中継器や衛星

通信装置を設置し，

入口等も大型のもの

とし，全体的なテー

マカラーで統一し

た。

天候が比較的よく、

昨年から比較する

と、２割程入館者数

も少ない傾向であ

り、企画展に関して

も、小さい子どもた

ちをつかむ導入部分

の要素が弱かったた

めと思われた。

H27年度計

 　　7,264人

H26年度計

 　　9,903人

H25年度計

 　　 6,313人

H24年度計

　　  6,505人
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重点事業評価票 現代産業科学館

・入場者数増

のための新し

い取り組みが

なされてい

る。

夏休み中の来館者が

多いことから，この

期間で可能な広報手

段を開発するととも

に，外部に協力頂

き，広報活動を行っ

た。

6月から関連映像をエ

ントランス等で放映

した。さらに来館者

の増加するプラネタ

リウムにおいて、上

映開始前にCMを流す

とともに，館内でも

上映した。プラネタ

リウムでの広報活動

は多くの来館者の目

に留まり有効だった

と思われる。また、

PRワイヤーはネット

での情報拡散に効果

的だった。

内容的に展示の中心

となる資料や目玉と

なる資料の確定が遅

れたことから、全体

的に広報活動が出遅

れた。資料が全て決

まるまで待った場合

には、遅れてしまう

ため、概要だけでも

早めに広報ができる

ようにする。

【黒田】

実際に見た感想とし

て、プラネタリウムで

のCMはとても目立ち、

次の企画展を期待させ

るものとしてとても良

い効果があったように

思う。次回もぜひ行っ

てほしい。

④運　営 ・関係団

体との協

働体制が

築けた

か。

【加藤】

多数の企業、教育機関

等との連携・協力関係

を構築され、充実した

展示としたことは高く

評価できる。今後さら

に協力が得やすくなる

よう、協力いただいた

機関がインセンテイブ

を感じられる展示方法

について検討が必要で

はないか。可能であれ

ば、今回の企画展の主

要展示を常設展示し、

通常時入場者の満足度

を高めていただきた

い。

【黒田】

②に記した通り

・幅広い年齢

層向けにイベ

ント等を企画

し、円滑に実

施されてい

る。

開催プレイベントと

して、地域で活躍し

ているアマチュア無

線クラブと連携し

た、愛好者向けの

「JARL　90th特別記

念局 in 現産館」や小

中学生にネットの正

しい使い方を教えて

くれる「e-ネット安

心講座」等、期間中

７回のイベントを実

施した。

（先行行事）

公開実験　　　２件

（会期中実施）

ネット安全教室２件

展示解説会　　２件

電子工作教室　２件

講演会「そうだった

のか 最新海底ケーブ

ル技術！」

千葉県発明クラブ絵

画展　　（６７点）

（観光企画）

「市川の文化施設を

巡るキャンペーン」

「ウェアラブル端末

スマートツアーwith

現代産業科学館」

イベントに参加する

来館者が多く、展示

会の周知と共に、関

係機関との連携をさ

らに強める活動とし

ていきたい。各教室

や公開実験において

は、本館の来館者層

を意識した内容とし

て参加者には好評

だったが、企画展の

広報として更なるア

ピールが必要であ

る。

③満足度 ・お客様

は、満足

してくれ

たか
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重点事業評価票 現代産業科学館

・地域ボラン

ティアが参画

し、職員とと

もに役割を理

解して活動し

ている。

約20名の地域ボラン

ティアの方々に工作

教室の補助として協

力頂き、難しい部分

の加工もスムーズに

つくることができ

た。

参加に対する意識も

高く，事前に職員か

ら作業のレクチャー

を受ける等，積極的

な取組が見られた。

来館者からの評価も

高く，未完成で終わ

ることなく最後まで

熱心に協力して頂い

た。期間中、何度も

参加して頂いてお

り、欠くことのでき

ない重要な存在であ

る。

（参加数）

工作教室　１７名

演示実験　１０名

講演会　　　２名

当館ボランティアの

意識が高いため，実

施内容も高度なもの

が可能であると思わ

れるが，個々の技術

レベルの差があるた

め，開催事業ごとに

適切なメンバー構成

を考える。

・企業、他の

教育機関等と

の連携・協力

関係が得られ

ている。

多くの企業・研究機

関・大学等から協力

を得ることであまり

知られていない先端

具術について広く県

民に紹介する。

情報通信研究機構をは

じめ、多くの団体から

協力を得ることで、衛

星を利用する公開実験

など大掛かりで多額の

費用を必要とする行事

や専門的な内容の行事

を実施することができ

た。また、地域の専門

学校と連携することに

で、先方は学生の経験

と発表の場を、館は若

い人の感覚を取り入れ

ることができ、今後の

連携へのきっかけを築

く元となった。

【黒田】

企業や学校の展示への

参加を積極的に促し、

成功できるのは現産館

の最大の強みだと思

う。学校と企業をつな

げる役割も積極的に意

識することによって、

博物館にかかわること

によりさまざまなメ

リットがあることをど

ちらにもしっかりと売

り込んでほしい。

国立研究開発法人

      情報通信研究機

構

ウェアラブル脳波計

試作機　他３点

NTT技術史料館 FSA形海底中継装置

株式会社 ﾊﾟﾘﾃｨ・ｲﾉ

ﾍﾞｰｼｮﾝｽﾞ

ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

JAXA 超高速ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ衛星

「きずな」

（WINDS）模型

国際ケーブル･シップ

株式会社(KCS)

光ケーブル一式

他実物１０点

株式会社QDレーザ 網膜投射型ﾚｰｻﾞｱｲｳｴｱ

当科学館が普及･広

報媒体として有効で

あり、展示に協力す

るメリットがあるこ

とを研究機関や企業

にもっとアピールし

ていくとともに、話

題性のある科学技術

や先端的な研究やそ

の製品等、よりわか

りやすく、興味深く

紹介していくよう努

める。

重点評価（現代）7



重点事業評価票 現代産業科学館

大阪大学 WHERBS頭蓋モデル

株式会社フジクラ 融着接続機一式

他実物１０点

東京電力株式会社千

葉総支社

スマートメーター

他１０点

京葉ガス株式会社広

報部

ガスメータ

他実物　３点

他パネル・映像等協

力機関

１１機関

・外部助成を

受けている。

一般社団法人全国科

学博物館振興財団平

成２７年度全国科学

博物館活動等助成金

の交付を受け、ス

マートフォンなどの

携帯端末で利用でき

る「無線ＬＡＮを利

用した展示情報提供

システム」を構築し

た。今回の企画展は

このシステムを利用

し、展示解説につい

て見ることができる

携帯端末向けのホー

ムページを構築し，

展示物の解説，企画

展示室で放映してい

る映像や理解を深め

るための映像の公開

先の提示、また、来

館者から要望の多

かった当日の演示実

験の時間と場所、内

容の表示などを行っ

た。

今年度、助成を受け

て構築したシステム

について来館者サー

ビスがさらに向上す

るよう、コンテンツ

についてさらに良い

ものを検討したい。

【黒田】

企画に合わせて、今後

も柔軟な外部助成の獲

得を行ってほしい。

・本事業の狙

いや過去の広

報実績を踏ま

え、効果的な

広報活動を

行っている。

・事業の内容を踏ま

え、各企業・各大学

等、学校以外の機関

への広報にも力を入

れて実施。

・ＪＲ総武線沿線の

駅にポスター掲示を

依頼した。

・地域の新聞店を通

して、新聞折り込み

（無償）6､000枚を

依頼した。

・共同通信PRワイ

ヤーやラジオなどを

広報媒体として利用

した。

・学校関係配付件数

（クラス数）1､500

件

・過去の企画展に比

べ工業系の大学生や

関連業種の従事者な

ど、従来とは異なる

層の新規来館者が増

えた。

・共同通信PRワイ

ヤーを利用したこと

で、情報発信直後の

取材依頼が増えた。

（5件）

・広く一般の来館者

を誘致するために

は、事業内容によっ

て広報対象が偏り過

ぎない配慮が必要で

ある。

・ウェブなどの広報

媒体をさらに活用す

るには、魅力的なタ

イトルやキーワード

などを設定し、一

般・マスコミによる

当館事業の情報への

アクセスを促す工夫

が必要である。

【黒田】

新しい試みが成功して

いる様子がうかがえ

る。今後も課題に示さ

れたような問題に対応

しつつ、効果的な広報

と、その後の対応を

行ってほしい。

当科学館が普及･広

報媒体として有効で

あり、展示に協力す

るメリットがあるこ

とを研究機関や企業

にもっとアピールし

ていくとともに、話

題性のある科学技術

や先端的な研究やそ

の製品等、よりわか

りやすく、興味深く

紹介していくよう努

める。

重点評価（現代）8



重点事業評価票 現代産業科学館

対　　応

　展示内容と解説について最先端であるがゆえ、今までにはない概念を解説する必要があった。そのため、主たる来館者層となって

いる、初めてネットワークについて見学される方や、子どもたちには興味を引くような工夫や十分な解説ができなかった。今回の展

示内容については、このような点が危惧されたことから、専門学校との連携にによる広告映像や、プラネタリウム上映会を利用した

広報手法など、予告から今までにない手法を取り入れて実施し、その成果は高い年齢層の来館者数の増加という結果にシフトするこ

とはできた。これらの試みはこれからも継続させ、さらに、来館者層に合わせた知識共有は、これからも研究していかなければなら

ず、ワークシートやクイズなどを用いた導入部での工夫や、体験展示の増加、小学生を中心とした子どもたちにも技術の概念がわか

るようなパネル等、来館者層に合わせた展示について工夫していきたい。また、職員もそのノウハウが継続できるように、展示会に

多くの職員が関われる体制を整えていきたい。

総合評価

【加藤】

研究機関・企業等の積極的な協力により時機を得た好企画であった。関連するイベントも多く、普段見ることのできない機器機材も

多数展示され、入場者の理解を十分に高めていた。しかしながら、解説や展示の流れにやや統一感の欠如が見られたのは残念であ

る。また展示が高校生以上に向けていたため、小中学生には理解が難しく、これが入場者の減少に繋がったと思われる。「科学する

心」の醸成には低年齢からの体験が重要と思われることから、低年齢層の理解を支援するため、「ワンポイント解説」など平易で興

味を引く解説も必要と感じられた。

【黒田】

高く評価はできるが、一部改善が必要であると評価したい。理由として、これまでの来館者層への対応が、特に企画のアピールにお

いて、展示、教育普及のどちらの面でも少々不十分だったことを挙げたい。さらに、いくつかの現産館の企画展を評価した経験か

ら、企画展ごとに、展示の演出や教育普及のやり方に偏りがあるように感じられる。職員が交替してしまうと蓄積されたノウハウが

消えてしまうのは、非常にもったいないし、博物館にとっても損失だと思う。職員の交代の多い環境だからこそ、良いノウハウを積

極的に常に共有できる環境づくりをしてほしい。
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